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民意をより適切に反映する衆議院議員選挙制度の見直しを求める 

意見書 

 

 衆議院議員総選挙において採用されている小選挙区比例代表並立制は、政権

選択を明確にする小選挙区制と、多様な民意を反映する比例代表制のそれぞれ

の長所を組み合わせる制度として導入されたものである。 

 しかしながら、近時の国政選挙の結果や制度運用の実態を踏まえると、有権

者の投票意思との間に乖離が生じ得る構造的課題が指摘されている。現在の制

度が、多様化する国民の民意を十分かつ正確に反映できているかについては、

制度的課題が指摘されているところである。 

 特に、比例代表選挙において、政党に配分された議席数に対し当該政党の比

例名簿登載者が不足した場合（いわゆる「名簿枯渇」）、当該政党が議席を充

当できず、結果として他党へ議席が再配分される現行の仕組みについては、政

党に対する有権者の支持の意思が必ずしもそのまま議席に反映されない状況に

ある。 

 また、小選挙区において落選した候補者が比例代表において復活当選する制

度については、惜敗率に基づき当選者が決定される現行の仕組みの下において

も、小選挙区における有権者の直接的な審判との整合性の観点から、制度上の

課題が指摘されている。 

 このような制度運用に対する疑問を放置することは、選挙制度に対する国民

の理解と信頼を損なうおそれがある。 

 よって、国会及び政府においては、有権者の意思がより適切に反映される公

正かつ透明性の高い選挙制度を確立するため、速やかに検討を行い、必要な措

置を講ずるよう強く要望する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

令和８年３月  日 

 

浦安市議会議長 柳   毅一郎 
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